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 主 論 文 要 旨 No.1 
    

報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 三好 香次 

 

主 論 文 題 名：ダンスアートにおける美的評価の普遍性と多様性 

  

 

 
 

（内容の要旨） 

ダンスは，既に実社会で広くその効用が利用されている．それにも関わらず，その効

用研究は，生物的な根拠あるいは社会文化的な根拠の研究と繋がっていない．そこで本

研究では，ダンスにおける感情や行動知覚及び身体性といった実験美学や心理物理実験

に関する研究手法を用いて研究分野を横断的に繋ぐことを研究目的とする． 

第 1章では，導入として「ダンスの定義と機能」に触れた．そして，「ダンスアート

は個人内の感情と身体及び人々を結びつける」と社会的意義を視野に「ダンスアートに

おける美的評価の普遍性と多様性とは何か」を研究テーマに設定した．その次に，先行

研究のまとめとして，本研究テーマに関する先行研究，実験美学や心理物理実験に関す

る先行研究，芸術表現の根拠に関する先行研究，効用に重点を置く実践研究に関する先

行研究を概括した．その上で，本研究における問題提起を行った． 

第 2章では，前章での問題提起を背景に，研究テーマに「ダンスの生物的根拠と社会

文化的根拠」を結びつけることを研究目的とした．そうすることで，「効用」を中心と

した実践研究とも結びつけることができるという狙いであった．本研究で用いるキーワ

ードを整理し，仮説を生成し，下位研究のストーリーを構築した． 

第 3章の研究 1では，ジャンル間における普遍性と多様性を検討した．ダンスパフォ

ーマンスにおける鑑賞者の楽しみと美的評価を高めるには，ダンサーの身体動作，音楽，

衣装，舞台デザインといった多くの要素だけでなく，鑑賞者自身の特性もその相互作用

において重要な役割を果たす．研究 1では，ブレイク，ヒップホップ，ジャズバレエの

3 種類の異なるジャンルに対する評定が，総練習時間と，ダンサーの専門ジャンルと専

門ジャンル外の身体的再現性の認識によってどのように影響を受けるかを検証した．オ

ンライン実験を実施し，実験参加者に「美しさ」「覚醒度」「好ましさ」「複雑さ」「再

現可能性の認知」の程度を評価させた．Marginalized Modelに基づく GLMMやMM1

といった多様な手法を用いて，専門性と般化・細分化という観点から，専門ジャンルと

専門ジャンル外における審美評価の変化を分析した．その結果，ジャンル間の共通性と

独自性が明らかになり，美の普遍性と多様性が示唆された． 

第 4章の研究 2-1では，絵画とダンスの芸術領域間における普遍性と多様性を検討し
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た．6個の絵画と 6個のストリートダンス動画に対する 35項目の印象評定について因子

分析を実施した後，絵画とダンスに共通する因子構造を示すと想定される 22 項目の印

象評定を，具象絵画と抽象絵画，ブレイクダンス，ヒップホップ，ジャズバレエ動画ご

とに，実験参加者（N=294）を対象にさらに因子分析を同時に行った．3 つの因子構造

（ダイナミックさ，感情的評価，卓越性）は西洋での実験と同様であり，因子構造の分

散は全分散の 56%を説明した．因子得点とMM1の分析により，絵画とストリートダン

スの芸術領域間，および東西文化間に普遍性が存在することが観察された．MM1 は絵

画とストリートダンスの嗜好が非常に高く共通していることを示した．これらの結果は，

美の知覚が個人間で異なっても，美的体験を処理する共通の神経基盤が存在するという

考えを支持した．この共通性に加え，絵画における没入感とストリートダンスにおける

性的印象という 2つの固有因子が顕著であった．結論として，絵画とストリートダンス

の美的評価には普遍性が存在するだけでなく，各分野の独自性から生じる多様性も存在

することが示された． 

第 5章の研究 2-2では，ダンス形態の違いをコミュニケーションスタイルの違いと捉

えて普遍性と多様性を検討した．ダンスは感情表現の手段であるため，ダンス形態によ

って様々なコミュニケーションスタイルが存在する．研究 2-2では，ストリートダンス

印象評定尺度の作成をとおして，因子得点，MM1，GLMMなどの手法を用いて，ソロ，

ショーケース，サイファーといった異なるコミュニケーションスタイルを比較した．ス

トリートダンス印象評定尺度は，卓越性，ダイナミックさ，性的印象，感情的評価の 4

因子で構成された．結果として，未経験のダンサーと比較し，ソロスタイルの熟達者は

卓越性と性的印象で高い評定を示し，ショーケーススタイルの熟達者は卓越性とダイナ

ミックさで高い評定を示し，サイファースタイルの熟達者は卓越性と感情的評価で高い

評定を示した．ダンス形態の違いによってダンサーと鑑賞者及び別のダンサー3 者のコ

ミュニケーションスタイルが異なり，印象評定に影響を与えていることが示された． 

第 6章の研究 3では，音楽条件の違いにおける普遍性と多様性を検討した．音楽はダ

ンスにとって必要不可欠な要素である．研究 3では，ストリートダンスの印象評定尺度

（ダイナミックさ，感情的評価，卓越性，性的印象）を用いて，鑑賞者の熟達度に応じ

たダンス映像と音楽のクロスモダリティ効果を検証した．ダンス映像と音楽が一致する

条件，テンポ不一致条件，メロディ不一致条件，音楽なし条件の 4条件における違和感

を，因子得点，Marginalized Modelに基づく GLMM，MM1の手法を用いて分析した．

結果，特にダイナミックさと卓越性において，テンポ不一致条件とメロディ不一致条件

で強い不快感が生じた．これらの条件は鑑賞者の身体化シミュレーションが妨げられた

状態，つまり芸術体験しにくい状態であると解釈された． 

第 7章の研究 4では，表現感情の間における普遍性と多様性を検討した．実験 Iでは，
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音楽の円環理論と基本感情理論の両方に合致する 5つの基本感情それぞれに 2曲ずつ，

計 10曲の音楽が選定された．実験 IIでは，ブレイク，ヒップホップ，ジャズバレエの

3人のダンサーが，音楽なしの動画 1個と実験 Iで選定された音楽を伴う動画 2個（各

感情ごとに）で感情を表現し，鑑賞者は計 45 個の動画について印象評定と感情推定を

実施し，鑑賞時の身体化シミュレーションを筋電図（EMG）によって測定された．研究

4 では多くの知見が明らかになった．例えば，筋電図解析により，熟達者は主に体幹筋

を用いた身体化シミュレーションを行い，刺激動画の音楽とタイムラグなく同じテンポ

でビートを刻むことが明らかになった．これは身体化シミュレーションが単なる刺激動

画の模倣ではなく，ダンサーの感情表現によって喚起された感情に熟達者はアドリブの

動きで応答していることを意味した．ここに即興の芸術性が存在した． 

 第 8章では，第 1章と第 2章の序論に基づき総合考察を行った．研究 4の結果が本研

究における集大成であり，感情と行動知覚及び身体性の関係について論じた．そこには，

リズム同調運動とそれを引き起こす感情表現やコミュニケーションを生物的根拠，文化

背景とそれを引き起こす個人の経験や趣味嗜好を社会文化的な根拠とした．そして，第

2 章で述べたキーワードを基に，「ダンスアートにおける美的評価の普遍性と多様性と

は何か」を「ダンスアートは個人内の感情と身体及び人々を結びつける」という社会的

意義のもとに議論し，序論での問題提起に対する本研究における成果について論じた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


